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【
１
】
地
域
金
融
機
関
に
よ
る
ア

グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
取
組
み
の
状
況

⑴　

様
々
な
取
組
み

　

ア
グ
リ
ロ
ー
ン
な
ど
の
農
業
向

け
融
資
商
品
を
設
け
る
な
ど
、
ア

グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
取
組
み
を
行
っ

て
い
る
地
域
金
融
機
関
は
多
い
。

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
上
で
ア
グ
リ
関
連

ペ
ー
ジ
を
設
置
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
・
交
流
会
・
セ
ミ
ナ
ー
・

塾
な
ど
の
開
催
な
ど
の
取
組
み
も

多
く
見
ら
れ
る
。
農
畜
産
物
を
活

用
し
た
Ａ
Ｂ
Ｌ
（A

sset Based 
Lending

：
動
産
・
債
権
担
保
融

資
）
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
な
ど
の
取
組
み
事
例
も
見
ら
れ

る
。

　

同
業
他
社
、
他
業
種
企
業
、
農

業
協
同
組
合
（
Ｊ
Ａ
）、
地
方
公

共
団
体
な
ど
と
の
農
業
や
６
次
産

業
化
に
関
連
し
た
連
携
協
定
な
ど

の
取
組
み
も
見
ら
れ
る
。
農
林
漁

業
の
6
次
産
業
化
は
、「
１
次
産

業
と
し
て
の
農
林
漁
業
と
、
２
次

産
業
と
し
て
の
製
造
業
、
３
次
産

業
と
し
て
の
小
売
業
等
の
事
業
と

の
総
合
的
か
つ
一
体
的
な
推
進
を

図
り
、
農
山
漁
村
の
豊
か
な
地
域

資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
付
加
価

値
を
生
み
出
す
取
組
」（
農
林
水

産
省
（
以
下
、
農
水
省
）
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
「
農
林
漁
業
の
６
次
産
業

化
」）
で
あ
る
。

　

以
下
、
農
業
に
関
連
す
る
フ
ァ

ン
ド
組
成
の
取
組
み
、
特
徴
的
と

思
わ
れ
る
取
組
み
を
紹
介
す
る
。

⑵　

フ
ァ
ン
ド
組
成

　

金
融
機
関
本
体
で
の
融
資
商
品

と
は
別
に
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
向

け
の
フ
ァ
ン
ド
を
組
成
し
、
関
連

事
業
者
に
投
融
資
す
る
取
組
み
も

見
ら
れ
る
。
な
お
、
本
節
の
数
値

は
全
て
出
所
の
情
報
を
基
に
大
和

総
研
が
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
意
欲
あ
る
農
業
法
人
を
金
融

面
か
ら
強
力
に
支
援
」（
農
水
省

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
「
農
業
法
人
投
資

育
成
制
度
に
つ
い
て
」
よ
り
）
す

る
た
め
、「
農
業
法
人
に
対
す
る

投
資
の
円
滑
化
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」
に
基
づ
き
農
業
法
人
投
資

円
滑
化
フ
ァ
ン
ド
が
設
立
さ
れ
て

い
る
。
農
業
法
人
投
資
円
滑
化
フ

ァ
ン
ド
は
、
日
本
政
策
金
融
公
庫

（
日
本
公
庫
）
の
出
資
を
受
け
て

投
資
リ
ス
ク
を
分
散
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

農
業
法
人
投
資
円
滑
化
フ
ァ
ン

ド
を
設
立
し
た
地
域
金
融
機
関
は

地
銀
11
行
、
第
二
地
方
銀
行
（
第

二
地
銀
）
５
行
、
信
用
金
庫
２
金

庫
、信
用
組
合
９
組
合
に
な
る（
２

０
２
０
年
５
月
21
日
現
在
。
農
水

省
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
よ
り
）。
地
銀

２
行
が
出
資
者
に
な
っ
て
い
る
フ

ァ
ン
ド
、
地
銀
と
信
用
金
庫
が
出

資
者
と
な
っ
て
い
る
フ
ァ
ン
ド
が

あ
り
、
信
用
組
合
９
組
合
の
出
資

先
は
同
一
フ
ァ
ン
ド
で
あ
る
。
地

域
金
融
機
関
が
出
資
者
に
名
を
連

ね
て
い
る
各
フ
ァ
ン
ド
の
フ
ァ
ン

ド
総
額
を
単
純
合
計
す
る
と
約
98

億
円
と
な
っ
て
い
る
（
日
本
公
庫

及
び
各
金
融
機
関
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ

ー
ス
等
よ
り
）。
各
フ
ァ
ン
ド
に

出
資
し
て
い
る
地
域
金
融
機
関
の

本
拠
地
は
、
北
海
道
、
秋
田
、
山

地域金融機関の
アグリビジネスへの取組み
　地方創生や農業の成長産業化などの観点から、金融分野においても農業、
アグリビジネスに注目する動きが出ている。農地が多い地域を地盤に含む
ような地域金融機関は、地元の活力維持、持続可能性向上のためにも農業
の活性化に取り組むところは多い。本稿では全国地方銀行協会の会員地方
銀行（地銀）64行を中心に、各機関の掲載情報を基に、地域金融機関の
アグリビジネスへの取組みを紹介する。なお、各機関の業種別貸出の分類
では「農業、林業」となっているが、本稿では「農業」と表記する。
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形
、
岩
手
、
福
島
、
群
馬
、
栃
木
、

千
葉
、
東
京
、
新
潟
、
山
梨
、
富

山
、
岐
阜
、
三
重
、
兵
庫
、
岡
山
、

広
島
、
愛
媛
、
福
岡
、
熊
本
、
大

分
、
鹿
児
島
で
あ
り
、
一
部
を
除

け
ば
農
業
が
相
対
的
に
さ
か
ん
な

地
域
と
思
わ
れ
る
。

　

農
林
漁
業
の
６
次
産
業
化
に
取

組
む
事
業
者
に
対
し
投
融
資
を
推

進
す
る
た
め
の
官
民
フ
ァ
ン
ド
と

し
て
、
株
式
会
社
農
林
漁
業
成
長

産
業
化
支
援
機
構
（
Ａ

－

Ｆ
Ｉ
Ｖ

Ｅ
）
が
２
０
１
３
年
に
設
立
さ
れ

た
。
Ａ

－

Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
は
主
と
し
て

地
域
金
融
機
関
等
と
設
立
し
た
サ

ブ
フ
ァ
ン
ド
で
あ
る
６
次
産
業
化

フ
ァ
ン
ド
を
通
じ
て
６
次
産
業
化

事
業
体
へ
の
投
融
資
を
実
施
し
て

い
る
（
な
お
、
サ
ブ
フ
ァ
ン
ド
設

立
の
新
規
案
件
受
付
は
終
了
し
て

い
る
）。
Ａ

－

Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
と
共
に

６
次
産
業
化
フ
ァ
ン
ド
を
設
立
し

て
い
る
地
域
金
融
機
関
は
２
０
２

０
年
８
月
時
点
で
地
銀
40
行
、
第

二
地
銀
10
行
、
信
用
金
庫
27
金
庫
、

信
用
組
合
９
組
合
に
な
る
（
Ａ

－

Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ「
サ
ブ
フ
ァ
ン
ド
一
覧
」

よ
り
。
複
数
の
地
域
金
融
機
関
が

共
同
で
設
立
し
て
い
る
６
次
産
業

化
フ
ァ
ン
ド
は
地
域
金
融
機
関
ご

と
で
数
え
て
い
る
。
ま
た
既
に
解

散
し
た
フ
ァ
ン
ド
は
数
に
入
れ
て

い
な
い
）。
地
域
金
融
機
関
以
外

が
設
立
し
た
６
次
産
業
化
フ
ァ
ン

ド
も
含
め
、
６
次
産
業
化
事
業
体

へ
の
出
資
決
定
金
額
の
累
計
は
約

１
３
９
億
円
（
２
０
２
０
年
７
月

１
日
現
在
）
と
な
っ
て
い
る
（
Ａ

－
Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
「
出
資
決
定
済
６
次

産
業
化
事
業
体
一
覧
」
よ
り
）。

⑶　

特
徴
的
な
取
組
み

　

基
盤
地
域
に
お
い
て
農
業
が
重

要
産
業
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
よ

う
な
地
域
金
融
機
関
で
は
、
ア
グ

リ
ビ
ジ
ネ
ス
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
、
特
徴
的

と
思
わ
れ
る
取
組
み
事
例
を
分
類

し
て
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

①
構
想
に
基
づ
く
取
組
み
：
鹿
児

島
銀
行

　

鹿
児
島
銀
行
は
２
０
０
３
年
と

相
対
的
に
早
い
段
階
か
ら
「
地
域

の
産
業
特
性
を
活
か
し
、
南
九
州

の
基
幹
産
業
で
あ
る
『
農
業
』
を

基
点
に
、
派
生
す
る
関
連
産
業
ま

で
含
め
た
商
流
に
係
る
産
業
群

（「
ア
グ
リ
ク
ラ
ス
タ
ー
」）
の
活

性
化
に
向
け
た
取
組
み
」（
同
行

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
）
を
行
っ
て
い
る
。

同
行
の
ア
グ
リ
ク
ラ
ス
タ
ー
構
想

の
鳥
観
図
に
よ
る
と
、「
農
業
（
林

水
産
業
）」「
農
業
資
材
・
建
設
業
・

食
品
加
工
業
」「
流
通
業
・
飲
食
業
・

観
光
業
・
輸
出
業
・
Ｉ
Ｔ
産
業
」

を
ア
グ
リ
ク
ラ
ス
タ
ー
と
捉
え
て
、

総
合
的
に
様
々
な
支
援
を
実
施
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
畜
産
物
（
牛
・
豚
等
）

を
担
保
に
し
た
融
資
（
Ａ
Ｂ
Ｌ
）

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
特
に
、
肉

用
牛
に
つ
い
て
は
「
Ａ
ｇ
ｒ
ｉ
Ｐ

ｒ
ｏ
」
と
い
う
肥
育
・
繁
殖
牛
Ａ

Ｂ
Ｌ
管
理
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

取
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。
畜
産

業
は
、
他
の
農
産
物
よ
り
も
装
置

産
業
化
に
取
り
組
み
や
す
く
、
畜

産
物
自
体
や
畜
舎
な
ど
に
対
す
る

資
金
ニ
ー
ズ
が
高
い
。
同
行
の
ア

グ
リ
ク
ラ
ス
タ
ー
と
い
う
構
想
と

相
性
が
良
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

鹿
児
島
県
の
２
０
１
８
年
の
農

業
産
出
額
は
全
国
２
位
で
あ
り
、

畜
産
業
産
出
額
（
農
業
算
出
額
の

内
数
）
も
全
国
２
位
で
あ
る
と
い

っ
た
こ
と
も
、
鹿
児
島
銀
行
の
ア

グ
リ
ク
ラ
ス
タ
ー
構
想
の
取
組
み

を
促
し
た
と
思
わ
れ
る
（
農
業
産

出
額
の
順
位
は
農
水
省
「
生
産
農

業
所
得
統
計
」
よ
り
）。
こ
う
し

た
早
く
か
ら
の
取
組
み
、
畜
産
業

へ
の
注
力
な
ど
も
あ
り
、
後
述
す

る
よ
う
に
２
０
１
９
年
度
末
の
鹿

児
島
銀
行
の
農
業
向
け
貸
出
金
残

高
は
地
銀
ト
ッ
プ
、
貸
出
金
残
高

に
占
め
る
農
業
向
け
の
比
率
は
地

銀
２
位
と
な
っ
て
い
る
。

②
農
業
法
人
等
に
よ
る
生
産
へ
の

関
与
：
千
葉
銀
行
、
大
垣
共
立

銀
行
、
Ｙ
Ｍ
Ｆ
Ｇ
、
宮
崎
銀
行

　

他
事
業
者
と
の
提
携
や
子
会
社

を
通
じ
た
農
業
法
人
の
設
立
等
に

よ
り
、
農
業
の
生
産
性
向
上
、
収

益
性
向
上
な
ど
に
寄
与
し
よ
う
と

い
う
取
組
み
で
あ
る
。
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千
葉
銀
行
は
「
収
益
を
確
保
で

き
る
持
続
可
能
な
農
業
の
仕
組
み

を
確
立
し
、
地
域
農
業
の
発
展
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

当
行
も
出
資
し
」（
同
行
デ
ィ
ス

ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
）農
業
法
人「
株

式
会
社
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ァ
ー
ム
ち

ば
」
を
設
立
し
（
２
０
１
８
年
）、

農
業
生
産
に
参
入
し
て
い
る
。
地

域
企
業
等
15
社
と
と
も
に
出
資
し
、

２
０
１
９
年
度
は
水
田
で
コ
シ
ヒ

カ
リ
等
を
収
穫
、
２
０
２
０
年
度

は
水
田
を
拡
大
し
引
き
続
き
コ
メ

作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

大
垣
共
立
銀
行
（
岐
阜
県
）
は

子
会
社
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る

Ｏ
Ｋ
Ｂ
総
研
の
Ｏ
Ｋ
Ｂ
農
林
研
究

所
を
通
じ
て
、
実
証
圃
場
を
運
営

し
て
い
る
。
岐
阜
県
大
垣
市
南
部

に
あ
る
農
場
の
命
名
権
を
取
得

（
２
０
１
５
年
）
し
て
Ｏ
Ｋ
Ｂ
農

場
と
し
、「
Ｏ
Ｋ
Ｂ
農
林
研
究
所

の
専
任
ス
タ
ッ
フ
が
、
土
づ
く
り

か
ら
農
薬
・
化
学
肥
料
を
使
用
し

な
い
米
や
野
菜
な
ど
の
生
産
や
加

工
、
販
売
ま
で
指
導
し
、
様
々
な

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
の
実
証
実

験
」（
Ｏ
Ｋ
Ｂ
総
研
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
）
を
行
っ
て
い
る
。

　

山
口
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー

プ
（
Ｙ
Ｍ
Ｆ
Ｇ
：
山
口
銀
行
、
も

み
じ
銀
行
（
広
島
県
）、
北
九
州

銀
行
（
福
岡
県
））
は
、「
Ｙ
Ｍ
Ｆ

Ｇ
エ
リ
ア
に
お
け
る
農
業
分
野
は
、

全
国
に
先
駆
け
て
農
業
就
業
者
の

高
齢
化
等
に
よ
り
、
産
地
の
縮
小
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
等
が
地
域
課

題
の
１
つ
」（
同
グ
ル
ー
プ
ニ
ュ

ー
ス
リ
リ
ー
ス
よ
り
）
に
な
っ
て

い
る
と
し
て
、「
持
続
可
能
な
農

業
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
、
地
域
活
性
化
に
繋

げ
て
」
い
く
た
め
、「
株
式
会
社

バ
ン
カ
ー
ズ
フ
ァ
ー
ム
」
を
設
立

し
た
（
２
０
２
０
年
）。
山
口
県

岩
国
市
に
お
い
て
、
ま
ず
は
「
畑

わ
さ
び
」
生
産
を
開
始
す
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　

宮
崎
銀
行
は
農
業
法
人
「
株
式

会
社
夢
逢
い
フ
ァ
ー
ム
」
を
設
立

し
（
２
０
１
７
年
）、
農
業
生
産

に
参
入
し
て
い
る
。
夢
逢
い
フ
ァ

ー
ム
は
ま
ず
は
宮
崎
市
富
吉
地
区

の
農
場
に
て
ア
ボ
カ
ド
の
栽
培
を

始
め
た
。
２
０
１
９
年
に
は
宮
崎

県
総
合
農
業
試
験
場
と
覚
書
を
締

結
し
、
宮
崎
県
高
鍋
町
で
キ
ウ
イ

フ
ル
ー
ツ
の
生
産
を
始
め
た
。
さ

ら
に
、
２
０
２
０
年
に
は
レ
モ
ン
、

コ
ー
ヒ
ー
の
栽
培
に
も
取
り
組
み

は
じ
め
、
今
後
も
有
望
品
目
の
栽

培
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
こ

と
で
あ
る
。

③
地
域
商
社
の
設
立
：
み
ち
の
く

銀
行
、
四
国
銀
行

　

他
事
業
者
と
提
携
し
て
地
域
商

社
等
を
設
立
し
、
生
産
指
導
や
販

売
網
の
構
築
な
ど
を
通
じ
て
、
農

業
生
産
を
支
援
し
よ
う
と
い
う
取

組
み
で
あ
る
。

　

み
ち
の
く
銀
行
（
青
森
県
）
は

株
式
会
社
オ
プ
テ
ィ
ム
と
合
弁
で

地
域
商
社
「
株
式
会
社
オ
プ
テ
ィ

ム
ア
グ
リ
・
み
ち
の
く
」
を
設
立

し
（
２
０
１
９
年
）、
生
産
の
効

率
化
支
援
や
販
売
を
手
掛
け
て
い

る
。「
連
携
農
家
に
対
し
て
同
社

の
『
ス
マ
ー
ト
農
業
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
』
を
無
償
提
供
し
、
作
業
負

担
の
軽
減
と
効
率
化
に
よ
る
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
と
減
農
薬
に
よ
る
付
加

価
値
創
造
を
図
る
と
と
も
に
、
連

携
農
家
の
生
産
し
た
減
農
薬
作
物

を
全
量
買
い
取
り
、
首
都
圏
お
よ

び
海
外
へ
販
売
す
る
」（
同
行
ニ

ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
）
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　

四
国
銀
行
（
高
知
県
）
は
株
式

会
社
も
の
べ
み
ら
い
（
果
樹
生
産

者
）、
Ｊ
Ａ
高
知
県
、
高
知
県
香

南
市
、
井
上
石
灰
工
業
株
式
会
社
、

株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援

機
構
と
の
間
で
、「『
未
来
の
地
域

農
業
モ
デ
ル
』
構
築
に
向
け
た
包

括
的
連
携
協
定
書
」
を
締
結
（
２

０
１
９
年
）
し
、
地
域
商
社
機
能

の
構
築
と
農
業
の
担
い
手
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

④
名
産
品
へ
の
支
援
：
み
ち
の
く

銀
行
、
北
都
銀
行

　

地
元
の
名
産
品
に
着
目
し
た
取

組
み
も
見
ら
れ
る
。
み
ち
の
く
銀

行
（
青
森
県
）
は
「
産
地
市
場
活

性
化
ロ
ー
ン
」
と
し
て
、
り
ん
ご
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生
産
・
販
売
を
行
っ
て
い
る

個
人
事
業
主
・
法
人
向
け
の

ロ
ー
ン
を
設
け
て
い
る
。
現

地
の
り
ん
ご
市
場
か
ら
将
来

振
り
込
ま
れ
る
売
上
代
金
に

譲
渡
担
保
権
を
設
定
す
る
こ

と
に
よ
り
、
不
動
産
担
保
を

原
則
不
要
に
し
て
い
る
。

　

北
都
銀
行
（
秋
田
県
）
は

ア
グ
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社
と
連
携
協
定
を
締

結
し
（
２
０
１
６
年
）、
秋

田
県
産
米
な
ど
の
輸
出
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、「『
Ｓ
Ａ
Ｍ

Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
お
に
ぎ
り
弁

当
店
舗
及
び
精
米
・
米
飯
工

場
）』
を
拠
点
に
秋
田
米
の

現
地
マ
ー
ケ
ッ
ト
展
開
」（
同

行
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
）
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
２
】
地
銀
の
農
業
向
け
貸

出
金
残
高
の
概
況

　

わ
が
国
の
農
業
向
け
貸
出

金
残
高
は
、
２
０
１
８
年
度

末
で
約
６
兆
円
で
あ
る
。
そ

図表１　農業向け貸出金残高（2018年度末）

政府系金融機関
28,771
48.5％

JAバンクグループ
20,893
35.2％

その他の
民間金融機関
3,139
5.3％

信用金庫
1,407
2.4％地銀

5,169
8.7％

（億円）

図表２　地銀各行の農業向け貸出金残高（2019年度末）及び構成比

（注）　構成比【対国内店分】＝農業向け貸出金残高／貸出金残高（除く特別国際金融取引勘定）。
（出所）　各行ディスクロージャー誌より大和総研作成

（注１）　JAバンクグループ以外は「農業、林業」の数値。
（注２）　四捨五入の関係で割合の合計値は100％にならない。
（出所）　各行ディスクロージャー誌、農林中央金庫「農林漁

業金融統計」より大和総研作成
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の
う
ち
地
銀
は
５
２
０
０
億
円
弱

で
約
９
％
を
占
め
る
（
図
表
１
参

照
）。
地
銀
の
貸
出
金
残
高
（
除

く
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
、
以

下
同
様
）
に
占
め
る
農
業
向
け
の

比
率
は
０
・
25
％
で
あ
る
。
な
お
、

信
用
金
庫
の
農
業
向
け
貸
出
金
残

高
は
１
４
０
０
億
円
強
で
農
業
向

け
貸
出
金
残
高
全
体
の
２
％
強
で

あ
る
。

　

２
０
１
９
年
度
末
の
地
銀
の
農

業
向
け
貸
出
金
残
高
は
５
４
０
０

億
円
弱
で
、
２
０
１
８
年
度
末
よ

り
約
４
％
増
加
し
て
い
る
。
地
銀

各
行
別
に
２
０
１
９
年
度
末
の
状

況
を
見
る
と
、
最
も
農
業
向
け
貸

出
金
残
高
が
多
い
の
は
鹿
児
島
銀

行
の
約
５
９
１
億
円
で
あ
る
（
図

表
２
参
照
）。

　

貸
出
金
残
高
に
占
め
る
農
業
向

け
の
比
率
は
１
・
66
％
で
、
地
銀

各
行
の
中
で
宮
崎
銀
行
（
同
１
・

69
％
）
に
次
い
で
高
い
。
農
業
向

け
貸
出
金
残
高
の
額
が
多
い
順
に

10
位
ま
で
を
挙
げ
る
と
、
鹿
児
島

銀
行
、
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
（
福

岡
県
）、宮
崎
銀
行
、肥
後
銀
行（
熊

本
県
）、
八
十
二
銀
行
（
長
野
県
）、

常
陽
銀
行
（
茨
城
県
）、福
岡
銀
行
、

千
葉
銀
行
、
北
海
道
銀
行
、
足
利

銀
行
（
栃
木
県
）
と
な
っ
て
い
る
。

九
州
の
地
銀
が
上
位
に
き
て
お
り
、

そ
の
他
も
農
業
県
と
見
な
さ
れ
る

県
が
地
盤
の
地
銀
が
並
ん
で
い
る
。

　

貸
出
金
残
高
に
占
め
る
農
業
向

け
の
構
成
比
が
多
い
順
に
10
位
ま

で
を
挙
げ
る
と
、
宮
崎
銀
行
、
鹿

児
島
銀
行
、東
北
銀
行
（
岩
手
県
）、

富
山
銀
行
、肥
後
銀
行
（
熊
本
県
）、

青
森
銀
行
、
み
ち
の
く
銀
行
（
青

森
県
）、西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
（
福

岡
県
）、秋
田
銀
行
、阿
波
銀
行（
徳

島
県
）
と
な
っ
て
い
る
。
九
州
の

地
銀
に
加
え
、
東
北
地
方
の
地
銀

が
上
位
に
き
て
い
る
。

【
３
】
農
業
向
け
貸
出
金
が
増
加

す
る
た
め
の
条
件

　

今
後
の
農
業
が
生
産
性
向
上
を

伴
う
大
規
模
化
を
志
向
し
て
い
く

な
ら
ば
、
資
金
ニ
ー
ズ
も
増
加
す

る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
取
組
み

方
如
何
で
は
収
益
性
を
確
保
し
つ

つ
さ
ら
な
る
貸
出
金
の
増
加
も
可

能
で
あ
ろ
う
。
様
々
な
支
援
を
実

施
し
て
農
業
生
産
者
の
収
益
性
向

上
を
図
る
こ
と
が
、
地
銀
自
身
の

農
業
向
け
貸
出
金
増
加
に
繋
が
る

と
考
え
る
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
た
事
例
で
は
、

鹿
児
島
銀
行
の
取
組
み
が
、
畜
産

業
を
中
心
に
生
産
性
向
上
を
伴
う

大
規
模
化
を
支
援
し
て
、
農
業
向

け
貸
出
金
残
高
の
増
加
を
実
現
し

て
い
る
例
と
言
え
よ
う
。
鹿
児
島

銀
行
の
農
業
向
け
貸
出
金
残
高
は

２
０
１
８
年
度
末
、
２
０
１
９
年

度
末
共
に
前
年
度
末
よ
り
増
加
し

て
い
る
。
畜
産
業
以
外
の
農
産
物

生
産
者
へ
の
横
展
開
が
期
待
さ
れ

る
。
み
ち
の
く
銀
行
（
青
森
県
）、

四
国
銀
行
（
高
知
県
）
の
地
域
商

社
の
事
例
も
生
産
者
の
効
率
化
支

援
や
販
売
支
援
を
通
じ
て
、
農
業

の
生
産
性
向
上
を
図
る
取
組
み
事

例
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
み
ち
の

く
銀
行
、
四
国
銀
行
の
取
組
み
事

例
は
２
０
１
９
年
開
始
と
最
近
な

の
で
、
具
体
的
な
成
果
が
出
て
く

る
に
は
も
う
少
し
待
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
農
業
向
け
貸
出
金
そ
の

も
の
は
低
収
益
で
も
、
農
業
の
持

続
性
向
上
な
ど
に
よ
り
地
盤
地
域

の
活
性
化
が
図
れ
れ
ば
、
地
銀
自

身
の
持
続
性
向
上
や
地
方
創
生
の

観
点
か
ら
取
組
む
意
義
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
千
葉
銀
行
、
大
垣
共

立
銀
行（
岐
阜
県
）、Ｙ
Ｍ
Ｆ
Ｇ（
山

口
県
、
広
島
県
、
福
岡
県
）、
宮

崎
銀
行
の
提
携
や
子
会
社
を
通
じ

た
生
産
そ
の
も
の
へ
の
参
入
は
そ

う
し
た
事
例
と
言
え
よ
う
。
も
ち

ろ
ん
、
今
後
の
取
組
み
方
次
第
で

生
産
性
向
上
を
伴
う
規
模
拡
大
を

実
現
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

な
お
、
生
産
そ
の
も
の
へ
の
参

入
事
例
の
各
行
（
Ｙ
Ｍ
Ｆ
Ｇ
で
は

山
口
銀
行
）
の
農
業
向
け
貸
出
金

残
高
は
２
０
１
８
年
度
末
、
19
年

度
末
共
に
前
年
度
末
よ
り
増
加
し

て
い
る
。



45　　　銀行実務　2020.10

【
４
】
今
後
の
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

の
展
望
へ
の
期
待

　

農
業
向
け
ロ
ー
ン
や
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
等
の
銀
行
ら
し
い
取

組
み
は
多
く
の
地
域
金
融
機
関
で

見
ら
れ
る
。
ま
た
、
農
業
法
人
投

資
円
滑
化
フ
ァ
ン
ド
、
６
次
産
業

化
フ
ァ
ン
ド
な
ど
の
投
資
資
金
の

設
立
・
活
用
や
、
Ａ
Ｂ
Ｌ
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
新

た
な
投
融
資
手
法
に
よ
る
取
組
み

も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
一

部
の
地
域
金
融
機
関
で
は
、
子
会

社
や
提
携
な
ど
を
通
じ
て
生
産
や

販
売
な
ど
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
そ
の

も
の
へ
の
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

現
役
農
業
生
産
者
の
高
齢
化
の

状
況
に
鑑
み
る
と
、
今
後
10
年
ほ

ど
の
間
に
多
く
の
農
業
生
産
者
が

引
退
す
る
と
見
込
ま
れ
、
余
剰
農

地
の
有
効
活
用
が
大
き
な
課
題
と

な
る
（
既
に
課
題
と
な
っ
て
い

る
）。
そ
の
際
、
地
域
金
融
機
関

が
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
に
積
極
的
に

関
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
、
地
元
農

業
の
持
続
性
向
上
、
農
村
地
域
を

は
じ
め
と
す
る
地
盤
地
域
の
活
性

化
、
さ
ら
に
は
農
業
の
成
長
産
業

化
の
実
現
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
が
地
域
金
融

機
関
経
営
の
根
幹
に
な
る
と
は
考

え
な
い
が
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
は

食
品
、
観
光
、
建
設
な
ど
周
辺
産

業
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
も
あ
り
、

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
取
組
み
な

ど
を
通
じ
て
地
盤
地
域
を
活
性
化

さ
せ
る
こ
と
が
、
地
域
金
融
機
関

自
身
の
持
続
性
向
上
に
資
す
る
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
様
々
な
支
援

を
実
施
し
大
規
模
化
な
ど
を
含
め

た
農
業
生
産
者
の
収
益
性
向
上
を

図
る
こ
と
が
、
地
域
金
融
機
関
自

身
の
農
業
向
け
貸
出
金
増
加
に
繋

が
る
と
考
え
る
。
そ
の
際
、
他
の

地
域
金
融
機
関
や
Ｊ
Ａ
な
ど
を
含

む
様
々
な
組
織
と
の
連
携
の
視
点

を
持
つ
こ
と
が
、
対
応
力
を
高
め

る
こ
と
に
繋
が
る
で
あ
ろ
う
。

 （
株
式
会
社
大
和
総
研
リ
サ
ー
チ

業
務
部
次
長
）
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